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○ミニフォト

碁石の軽快な音が響く
真
剣
な
表
情
で
対
局
す
る
参
加
者

老人クラブ新春囲碁大会が１月
３０日、総合福祉センターで開催さ
れ、市内の老人クラブの会員ら６０
人が熱戦を繰り広げました。対局
は１人５局。碁石の軽快な音が会
場に響くなか、熟考し慎重に石を
運んでいました。

男女ともに輝く社会を目指し

総社市婦人大会が１月２５日、市
民会館で開催されました。各地域
の婦人会員ら約９００人が参加。松
本サリン事件被害者の河野義行さ
んの講演があったほか、大会アピ
ールを採択し、男女がともに輝く
社会を目指すことを誓いました。

講
演
す
る
河
野
さ
ん

１００歳おめでとう

石原八重子さん（新本）が、１
月１８日に満１００歳の誕生日を迎
えられ、県と市から記念品が贈ら
れました。和裁が得意で、着物を
よく作っていたという石原さん。
長寿の秘訣は農業に従事し、体を
動かしていたことだそうです。
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火災から文化財を守るため

１月２６日の文化財防火デーを前
に２１日、備中国分寺で消防訓練を
実施しました。訓練は同寺五重塔
付近で火災が発生したと想定。消
防隊員や同寺の住職らが初期消火
や延焼を防ぐための放水訓練など
を行いました。

一
斉
放
水
す
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消
防
隊
員

市民のため、決意を新たに
厳
粛
に
行
わ
れ
た
式

消防団員の士気を高めようと、
消防出初式が１月１９日、市民会館
で開催されました。式には消防団
員（１８分団６００人）や消防職員
ら約７００人が参加。市民の安全安
心を守る消防団の責務を再確認し
ていました。

学校給食の裏側を知る
調
理
場
の
器
具
や
写
真
の
展
示

１月２４日から３０日までの学校
給食週間に合わせ、１７日と１８日、
天満屋ハピータウンリブ総社店で
「学校給食を知っ展Ⅴ」を開催。普
段見られない学校給食の裏側を知
る事ができる展示に、訪れた買い
物客らは興味深げでした。

ゴールを狙う

ピーチカップ小学生ハンドボー
ル大会が１月２５日と２６日、きび
じアリーナと真備総合公園体育館
で開催されました。全国から男子
２４チーム、女子２５チームが参加。
小学生の豪快なシュートに、大き
な声援が送られていました。
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冬のお祭り

ウインターフェスティバルが２
月９日、きよね夢てらすで開催さ
れました。ダンスコンテストやビ
ンゴ大会、屋台村などがあり、訪
れた子どもらは、友人とおしゃべ
りを楽しみながら、冬の祭りを満
喫していました。
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迫力のある太鼓の音色
山手福山合戦太鼓２５周年記念講演

山手福山合戦太鼓の創立２５周年を祝
う演奏会が１月１９日、山手公民館で開
催されました。
同団体の児童部と青年部に加え、福山
合戦踊りや龍王太鼓、げんき太鼓、なか
よし太鼓も友情出演。日ごろの練習の成
果を披露しました。訪れた約２００人の観
衆は、心に響く迫力のある太鼓の音色に
魅了されていました。
山手福山合戦太鼓は、平成元年に、地
域に根ざした郷土芸能活動として発足。
地域の行事はもちろん、老人ホームへの
慰問や近隣の市町村でも演奏活動をして
います。

勇壮な太鼓を披露

日ごろの成果を発表

働く婦人の家まつりが２月１日
と２日、市民会館で行われました。
洋裁、華道、水彩画などの作品展
示と、クラシックバレエやフラダ
ンス、日本舞踊などのステージ発
表が行われ、訪れた人は講座生の
日ごろの成果に見入っていました。
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地域の外国人を守る

外国人防災リーダー養成研修が
２月９日、市役所で行われました。
市内外在住の外国人１４人が参加。
災害が発生した際の対応などが話
し合われました。今後地域の防災
リーダーとして、いざというとき
外国人住民のサポートを行います。
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列車でコンサート
東日本大震災復興支援チャリティーコンサート

「東日本大震災復興支援チャリティーコン
サート 東北へ夢よとどけ！！」が２月９日、
井原線の列車内で開催されました。
総社市内を中心に活動しているアーティス
ト６組が、総社駅から井原駅までを往復する
臨時の貸し切り列車で心の込もった熱い歌声
を披露。乗客はお弁当や車窓から見える景色
を堪能しながら歌を聴き、コンサートの旅を
楽しんでいました。また、出演者は東日本大
震災復興支援ソング「花は咲く」をそれぞれ
アレンジして熱唱。乗客ら約５０人の復興を
願う気持ちで列車は満員となりました。

景色を楽しみながら歌を聴く乗客

まちかど郷土館のひな人形

まちかど郷土館では、２月６日
から御所飾りなどのひな人形４組
を飾り、訪れる人を楽しませてい
ます。今年は、新たに市民から寄
付を受けた七段飾りのひな人形を
展示。４月上旬まで飾られる予定
です。
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ヒイゴ池湿地の自然を守る

ヒイゴ池湿地の貴重な動植物を
守ってほしいと２月１３日、総社北
小学校の児童が北の吉備路保全協
会にアルミ缶回収やバザーの収益
金７万７７３３円を寄付しました。
同協会は、「ヒイゴ池のために使い
ます」と感謝しました。
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